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―出身は飯能市ですか？
　いえ違うんです。東京の港区なんです。
―えっ！ そうだったんですか。意外な……
　小学校3年生のときに飯能に越したんです。
―それはご家族が田舎で暮らしたいということ？
　ぼくと弟が肺が強くなかったので、空気の良い
ところに引っ越そうと。
―港区って人が住むところなんですね。
　（笑）広尾の天現寺っていうところなんですけ
ど、お寺の敷地内にある築60年くらいの親戚が
建てた家を借りていたんです。
―そこから飯能では、ずいぶん田舎へ。
　ぼくはまだそこまで都会に住んでいた認識は
なかったんですけど、兄は、こんな田舎いやだ、み
たいな状態になっていたようです。
―埼玉のなかでも、けっこう……
　まあ西の方というか。
―でも川はあるし、自然豊かな良い場所ですよね。

それで、ご両親が作家さんで。
　母は和紙の作家。父は美大の彫刻科出身で
彫刻も作っていたんですけど、仕事は造形屋で。
―この所沢のアトリエが仕事場だった。
　ここは初代の仕事場で、それからちょっとずつ
場所を変えていったのかな。

一人になって考えた末に、
絵を描きたいという覚悟を決めた

―兄弟も自然にモノを作るようになっていった？
　特に兄は美大に行ったので。それでぼくも美大
に行って。弟は、俺はもういいかなって感じで違う
仕事をしていますけど。
―お兄さんの影響も大きかった？
　父も母もモノを作っていて、小さいときに父母
の作品といっしょに写っている写真もあるし、影響
はあるんでしょうけど、ぼくはなるべく影響のない

ところで、自分自身の進路を決めたかったんです
よ。一人になって考えた末に、絵を描いていこうと
決めたつもりではあるんです。
―それはいつ頃ですか？
　高校を卒業したときくらいです。
―卒業をしてから？
　卒業をして、半年フリーターやって、半年バック
パッカーしてたんです。一人になりたいと思って。
両親とか兄の影響下から抜けたかったので。
―どのあたりに行ったんですか？
　ええと……香港からネパール。
―なんか『深夜特急』だ。
　そうそう。『深夜特急』と、藤原新也の『メメント・
モリ』を担任の先生に渡されて、お前はこれを読
めと。その通りに行った（笑）。
―バスに乗って？
　全部陸路で。タイからインドまでは飛行機で
行ったのかな。ネパールまで行って、本当はもう
ちょっと行きたかったんだけど、「9.11」があって。
―ということは、2001年。
　それでインドからパキスタンが行けなくなって
いて、そこまでだった。そこで、一人で……4月が
近づいてきて、来年どうしようと。このままずっと続
けるのもあれだな、と。
―冬に行ったんですね。
　4月から8月までバイトして、お金を貯めて。9月
くらいから3月まで。
―まわりに日本人はいなかった。
　いや、いっぱいいましたね。『地球の歩き方』し

か持ってなかったので、だいたい日本人がいて。
このまま旅行を続けても面白くないな、ろくな人間
にならなそうだな、と思って。日本でお金貯めて、
こっちで豪遊して、みたいなことを繰り返している
人たちがいて。
―すごくわかる（笑）。その頃はそうでしたよね。
　ぼくは18とか19で、20代後半のそういう人たち
を見て、これはつまんないなと思って、日本に帰っ
て何かしようと。絵はもともと好きだったので、絵を
描きたいという覚悟を決めて帰ってきて。どうせや
るなら同世代で絵を描きたいという人が集まって
いるところは絶対面白いだろうなと思ったので、
大学を選択肢に入れて。帰ってきたら結局5月くら
いになっちゃったんですけど、そこから予備校に
行って、大学受験。だから実質3浪の年で入った
んですけど、現役と1浪のときは受験してないん
で、2浪で1回落ちて、2回目で合格した。
―なるほど。それで東京藝大に入った。
　親や兄の影響下から抜けたかったんですね、
とにかく。それで高校のときに大学行くって言うの
がなんか口惜しいというか。
―行くか行かないかということも考えたんですね。
　まあ、影響は受けているんでしょうけど。
―最初から油絵だったんですね。
　それは父が彫刻だったから。立体も好きだった
んですけど、そのまま彫刻はさすがに同じ過ぎ
て、つまらないと思って。
―美大へ行くということを決めても、受験という競
争はありますよね。
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　予備校で習うデッサンの基礎は、ぼくには新鮮
で。それまで絵は好きと言っても自己流で描いて
いたんですけど、それを理論立てて描けるように
なっていくから、1年目は楽しくて。こういう仕組み
なんだ、と。
―仕組みがわかっていった。
　しかも落ちたことないし、受かる気満々で（笑）。
―ポジティブだった（笑）。
　そうしたら全部落ちて、結構挫折して。でも、
やっぱり予備校と大学の環境は違うだろうなと
思って。同世代でどういう人が集まるかっていうこ
とが一番の動機だったので。予備校にも面白い
やつはいっぱいいたんですけど、これで終わりに
したくないから、もう1年がんばろうと。本格的に基
礎から徹底的にやろうと思って、予備校の先生
に、もっとうまくなりたいって言ったらしいんですよ
ね。それで石膏デッサンからやりなおして。
―やはり石膏デッサンですか。
　1年目はなぜか石膏デッサンを描いてなかっ
たんですよね。2年目は石膏デッサンを結構やっ
て。そのおかげで無意識というか、頭で考えなく
ていいくらい自分のなかで消化された感じがあ
るので、受験絵画、デッサンの基礎は、今はあって
良かったかなと思います。大学に入ると、逆にそう
いうことは何も教えてくれないので。
―何かを描きたいという動機はあったんですか？
　うーん、何でしょうね……もともと描くのが好き
だったのと、結構シャイな子どもで。これはよく親
に言われるんですけど、幼稚園のとき、兄は活発

な子どもだったんですけど、ぼくはでっかい紙が
あっても端の方にちょっとしか描かない子だった
んですよ。でも小学校3年で引っ越したときに絵画
教室に行って油絵を描かせてもらって、そのとき
に、何も言わなくとも、黙 と々自分の見たことをモノ
にできるんだなという感動があった気がして。
―今でも割と口は重い方ですよね。
　まあ、そうなんですけど。だから、しゃべんなくて
もいいなって（笑）。
―でも、すごくいろんなことは考えていますよね。
　そうですね。それから、ずっと絵は好きで描いて
いる感じかな。
―作家ということも意識していた。
　絵を描くってバックパック旅行で決めたときは、
そこまで考えていないですね。絵を描いて生きて
いくんだっていう覚悟だったと思うんです。あと、
高校のときくらいから、美術館に行くようになって
いて。
―遠いのに（笑）。
　遠いけど（笑）。西洋美術館とか、近代美術館と
か。高校の美術研究室に出入りしていたときに、
たまに無料券があって、それをもらって。
―美術部ではなかった？
　美術部ではないんですけど、美術の先生と仲
が良くて、休み時間に遊びに行って、無料券があ
ることを知って、面白そうな展覧会には行って。
―どんな作家を観ていたんですか。
　行くって言っても3、4回行っただけですけど。モ
ネとか西洋美術館の名画を観て。あと画集で
ゴッホとか好きだったんですよね、ムチムチムチ
ムチ、そのときからモデリングが好きなので。実際
に絵を観たときに、やっぱりきれいで感動して、こ
れ描けるようになりたいな、と。
―絵具を盛り上げる好みは今も生きていますね。で
も美大へ行くと、モネやゴッホじゃないですよね。
　大学の3年くらいまでは、予備校絵画の影響が
抜けなくて、批判されていました。それが抜けてき
たのは大学院に入ったくらいかな。

「絵画」と「生き延びる」という言葉を
同じ意味として定義した

―加茂さんの絵を初めて観たとき、ちょっときれい
すぎる、と思った（笑）。
　よく言われますね（笑）。でも、だいぶきれいさが
とれてきたんじゃないですか。
―隠しきれないきれいさは残っていますね。
　ははは。ビビットな光の感じはずっとある。
―水俣でも福島でも、何を描いても光はずっとあり
ますね。あと、かたちも崩さないのが特徴かなと。
きっちり仕上げる（笑）。
　それも昔からですね。
―それでも大学院の頃からだんだん変わってきた。

　大学院から、メディアとしての絵画の可能性を
考えはじめたんです。自分と絵画だけじゃなくて、
絵画が社会的にどういうポジションにあるべきな
のかと。それで卒業した次の年に震災があって、
それまでの仕事ができなくなって。もっと自分と絵
画と社会がイコールになるような絵を描いていき
たいと思って、「絵画」と「生き延びる」という言葉
を自分のなかで同じ意味として定義した。
―それから雪山の絵を描いた。
　そのときの展覧会は、まず自画像があって、飯
能の森からはじまって、趣味の登山になって、被
災地になって、都会のビルで、最後に雪山が出て
きた。でも、このときは、なぜ雪山なのかはあんま
り覚えていなくて。
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―究極の場所という意味ではないんですか。
　そういうことだったんですけど、モチーフを集め
ているときに、ぽーんと雪山が出てきて。登山の絵
を描いていて、それを究極的に集約した感じで。
このときの展示の準備は忙し過ぎて、ひとつの展
覧会のために油絵だけで50枚以上描いて、精神
的にも追い詰められていたときに、それが出てき
た。そこからですね、今の絵画につながるのは。
―自分のまわりの環境から、歴史的な方向へ行くよ
うになったのは？
　いや、広島とか水俣は、福島を考えるための歴
史的な参照として、そのときどうだったのか、いま
そのことをどうとらえているかを学ぶためで。
―広島の「原爆の絵」を模写するきっかけは？
　広島芸術センターという友だちがやっている
ギャラリーで展示の話があって。広島に滞在して
リサーチしているときに、広島市現代美術館の
「ライフ＝ワーク」展で「原爆の絵」を観て、なんだ
この絵はって思って。
―あの展覧会は、市民が描いた「原爆の絵」が初め
て美術館で展示されたんだよね。それまで平和祈
念資料館では展示されていたけど。
　タイミングが良かったと思って。美術館で絵だけ
に集中して出会えたので。
―ぼくが加茂さんを知ったのも広島芸術センター
の展示を観た知人に紹介されて。そのあと、すぐに
訪ねてきてくれた。そのときもう水俣へ行っていた？
　まだ水俣へ行く前で、そのあと、福島の帰宅困
難区域を描いた個展に来てくれたんですよね。
そのとき、今度水俣に行くんですって言って。
―そうでした。それで丸木美術館で個展をやったと
きには、広島、水俣、福島という展示になって。
　広島も、水俣というか津奈木も、偶然というか、
行きたいと思って行ったというよりは、そこへ行く
ことが勝手に決まって。津奈木の滞在制作も、別
に水俣をやる必要はまったくなくて。
―でも津奈木に行ったら、水俣をやりたくなった。
　いや、行く前から、もう……

―津奈木はどれくらい行っていた？
　4か月です。
―結構長いですよね。
　帰宅困難区域の個展をしたときに、水俣フォー
ラムのスタッフが来てくれて、水俣の話を聞いて。
行く前から水俣と福島の関係性を教えてもらっ
て。それから、つなぎ美術館の楠本さんに勧めら
れて、緒方正人さんの本は読んでいた。
―福島からつながっていった。
　福島みたいな規模で環境汚染があって、いま
だに生きている人がいる。広島でもそれを感じた
んですけど、教科書の歴史だと思っていたもの
が、地続きなんだなと。まあ、水俣の方が広島より
さらに年代が近いので、それなら会わないとな、
と思って。実際に話を聞くと、皆さんすさまじい乗
り越え方をしているので……。
―その体験から哲学が生まれてくる。
　そういうときも「絵画」と「生き延びる」という言葉
を指針にして、今生きているぼくがかかわれると
いうところは飛躍しないというか……自分にでき
ないことはしない。自分にできること、しかも絵画
でできることというのが芯になっていたので、どこ
へ行っても、誰と会ってもぶれないというか……
―どうしてもテーマが強いと引っぱられやすいで
すよね。でも表現の意識はしっかりしていますね。
　自分自身のぶれない価値基準みたいなもの、
これで絵が完成するという判断と、何を選ぶかと
いう判断は、つながっているんですよ。自分が絵
にできそうだな、自分の絵にまとめられそうだなと
いうこと以外は、できない。他の人がやった方が
いいんだろうなと思う。だから広島では「原爆の
絵」の模写はできそうだな、とか。水俣ではお地
蔵さんとの対話はできそうだな、とか。全部、人が
作ったものなんですよ、実は。人に対してドキュメ
ンタリっぽくコミットしていくのは苦手なんです。
―直接、人じゃなくて、人が残したもの。
　人が残したものの方が、逆にじっくり物語ってく
れるというか……

自分で作った土を画材に使って
除染された畑を描けないか

―なるほど、福島の絵もフェンスや畑ですね。
　そうなんです。畑とか杭。畑も人の痕跡ですか
らね。もちろん当事者の方とは話すんですけど。
―富岡町では小学校で滞在制作をしましたね。
　人を避けているわけではないんです。でも広島
とか水俣みたいな膨大な歴史的なものがあって、
自分が何にアプローチしていくかというときに、モ
ノはやりやすいですよね。
―適度な距離を保てるんですかね。
　引っぱられ過ぎないというか、こっちの解釈の
余地が残っている。人の意志に引っぱられ過ぎる

と、絵にしていくときに止まっちゃうんですね。
―「3.11」から福島に関心をもって作品を作り続け
て、水戸芸術館など発表の機会も増えてきたとき
に、コロナ禍の時間が新たな影響をもたらした。
　水戸芸術館の展示のために福島の立入禁止
区域の看板の絵を描いているときから、中間貯
蔵施設に興味が移っていたんですね。というの
も、看板をスケッチしながら、その向こうではガン
ガン除染が進んでいて、土は移動され続けて、ダ
ンプは前を通り続けて、これどこに行くんだろうな
と思ったら、やっぱり中間貯蔵施設に行くわけ
で。取材に行こうと、ずっと思っていたんですよ。
でもコロナ禍になって、見学ツアーも厳しくなっ
て。何もできないなかで、畑をはじめようと。
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―自分の生活圏でできることを。
　兄夫婦が借りていた土地をさらに間借りして。
土をいじっていくなかで、自然農が面白そうだな
とか。ぼくはどうせやるなら、コンポストトイレを
やってみようと思って。畑の野菜にも撒けるし。そ
の頃、子どものうんちの処理をずっとしていたん
ですけど、それを混ぜて分解して畑に撒けるん
だったら一石二鳥だなと思って、最初は子ども用
のコンポストトイレを作った。除染された畑を取材
したのはその後なので、コンポストトイレの方が
先なんですよ。畑を描こうと思ってコンポストをは
じめたわけではないんです。
―畑が先なんですね。それは2020年？
　2021年2月くらいに畑をはじめて、2021年8月く
らいにコンポストをはじめているんですよね。で、
2021年12月に、除染された場所を見つけている。
―だんだんテーマが定まってきた。
　そうなんです。知り合いの家の近くの畑で除染
の話を聞いて。はじめは運ばれた土を描こうと
思っていたんですけど、削られた方に対してアプ
ローチができないかなと。そのときに、あの土を
使って絵が描けるんじゃないかと、畑やコンポスト
のことがつながっていったんです。それで帰ってき
てコンポストで画材を作ろうと思って、どうせなら
自分のうんちも使おうと思って、2022年はずっとそ
れをやっていたんですね。

―絵具にする土と畑に撒く土は分かれている？
　生野菜用のコンポストも作っていて、作品にす
るときには自分のうんちだけの方が面白いなと
思って、分けたんですね。畑に撒くのは基本的に
野菜だけで、作品にすると決めてからは、うんち
は絵に使うだけにして。
―最初からうまくいったんですか？
　いや全然。失敗が多くて。ぼくはスケッチとかド
ローイングから描きはじめるので、そのための画
材のパステルを作ってみたら、硬さが全然うまく
行かなくて。
―ほどよく軟らかくないといけない。
　分量の割合を見つけるまでがたいへんで、教
則本もほとんどなくて。インターネットにひとつだ
けパステルを作るっていうページがあって、でも、
あんまり詳しく書いてなかった。アラビアゴムとか
ムードンとか、いろいろ買っては試し……それで、
ムードン仕上用がいちばん滑らかだった。
―それから油絵具も作った。
　たいへんなのは細かくする作業で、機械を使
おうと思えば使えたんですけど、手作業の蓄積み
たいなイメージを勝手に作っちゃって。とりあえず
今回は手作業でやろうと。ゴリゴリすって顔料を
紙コップ1杯分作るのに半日くらいかかるんです。
絵を描くのに紙コップ50杯分くらい必要なので、
ひたすらそれだけをやっても1か月かかる。

１０００年分の最初の土を撒く行為に
なるんじゃないかと思って

―それはたいへんなことですね。
　白も作るので、その倍。だからこの絵は、ほとん
どがすり潰している時間。
―描く時間より……
　いや、まあ半 く々らいですかね（笑）。あとは堆
肥ができるまでの時間もあるので。
―でも、その時間に意味があった。
　その時間も大事と思っていたんですけど（笑）。
フィジカルはもうボロボロになって。
―身体を痛める。
　腰が痛くて。今でもまだ後遺症があって。
―たくさんの作品は作れないですね。
　そうなんです。次にこれをやるときは機械でやる
と思います。さすがにちょっともう無理。
―考えた方がいい（笑）。
　女子美大に日本画の研究室があって、岩を砕
ける機械があるらしいんですよ。油絵科の講師で
も頼めば使えるらしくて。でも、ぼくはそれを知り
つつ、あえて使わず、自力でやってたんです。
―その時間も絵にこめるということが大事なんで
すね。身をもってテーマと画材をつないでいる。
　いま行われている福島の除染は、現地の方か
ら聞いた話ですけど、表層の土を10cm削り取っ

て放射線を下げるということなんです。田んぼや
畑にとっての表層10cmはすごく重要で、栄養素
は表面にたまって、下はどちらかというと水分が
たまる。だから表面が10cm削られると致命的で、
田んぼや畑を再開するにしても、何年も育てて
刈って堆肥にして、ということを繰り返して、最低
でも5年くらいやらないと今まで通りの農作物は
作れない。作ったとして線量的には多分問題な
いと思うんですけど、田んぼは使っていないと法
律的に農地として認められないから、今は田ん
ぼに通って、育てて、刈って、倒すためにやってい
るんだという話を聞いて、すごい話だなと思って。
ほかの資料を見ても、自然界の森の土は1㎝たま
るのに100年かかるくらいのスパンで蓄積されて
いるというので、10cm田んぼの土を削ることは、
その土地の1000年の歴史を奪い取ることになる
なあと思って。除染というのは、そういうことなん
だ、と。もちろん除染しないと何もはじまらない現
実があるんですけど。今の除染とか復興って、土
を削り取って、そこで終わりなんですよね。そう
じゃなくて、そこから復興ということになるべきで、
自分がちょっとですけど、この1年くらい畑をやっ
てきたことを体感として、福島の景色のなかにコ
ミットできれば、そこからはじまる1000年分の最
初の土を撒く行為になるんじゃないかと思って。
その畑に、自分の作ったフカフカの、新鮮な堆肥
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を撒きに行っているくらいの気持ちで、画面に絵
具を置いている。それが絵を観た人に伝播して
いったらいいなあと。
―なるほど。
　農業の話なんですけど、福岡正信さんという自
然農の創始者みたいな人が最終的に編みだし
た泥団子農法というのがあって。栄養のある泥に
野菜の種を混ぜ込むんですよ。種のいっぱい
入った泥団子をつくって、それを畑にランダムに
投げるんです。それで発芽するタイミングが来た
ら、発芽する。発芽は種任せ。その人の畑はジャ
ングルみたいですごいんです。もちろんもう亡く
なっているんですけど。その考え方をシードボムっ
て呼んでいる人がいて。
―爆弾なんですね。
　抗議デモの行為として、シードボムをいっぱい
作って、福島第一原発に投げ込んできたという人
たちがいて（笑）、すげえなと思ったんですけど。泥
団子農法は発想としてはアフリカで農業を広める
ために、それくらい適当でもできるということで生
まれた方法らしいんです。ぼくの行為も、土を作っ
て投げていくみたいな、ポジティブな意味を込め
られたらな、と。

何があっても生き延びるために
自分で作れるシステムを持ちたい

―そういうことを考えて描いている。
　実際に直接土を投げている人もいるよ、という
話ですね。ぼくはそこまで現実的にアクティビスト
ではないので、画家なので、画面のなかで……
―福島とのつながりを絵にもたらす。
　まずは、除染されたという現実に対して。でも、
ぼくは削られた方の土にも興味があるから、それ
はどういうアプローチにしようか、まだ止まってい
て。中間貯蔵施設に行けていないので、それは
行ってみて考えようかなと思っていて。でもその土
が、最近、所沢に来るって言うんですよ（笑）。

―そうそう、ニュースになっていたね（笑）。
　実証実験として。すごくタイムリーで……
―取材に行きやすくなった。
　でも、すごくクローズドな施設なんです。記者会
見も、所沢市民じゃなくて、その地区の住民50人
限定でやって。
―それは地域を分断していく策略ですね。
　本丸は中間貯蔵施設なんですけどね。除染さ

れた土地に対するアクションとしては、自分なり
に納得のいく絵を描けたかな。絵を描けたという
か、そういう行為ができたかな、と。
―絵を描く以前も含めての作品ということですね。
　そうですね、生き延びるために。コロナ禍で畑
をはじめた理由は、人が慌てると、あっという間に
モノがなくなるし、こんなに日常ってもろいんだ、
と思って。食べられるものでも何でも、少しでも自

分で作れるつながりを持っておきたいと思って。
子どももできたし、いま食べているもののパーセン
テージで言うと3%とか2%くらいしかとれていな
いんですけど、それでもそのシステムを作りたい。
自分の知っている福島の旧家の人の話を聞いて
いると、家を建てる木材は、小さい頃におじいちゃ
んが自分の土地に木を植えて、大きくなったら
伐って使うという、かなり完結したシステムで生き

惑星としての土／復興としての土のためのエスキース1～9　2023年　パステル、色鉛筆、和紙　450×310mm
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加茂 昂　　かも あきら

１９８２　東京都出身
２００８　東京芸術大学美術学部絵画科油画専攻卒業
２０１０　東京芸術大学大学院絵画研究科修了

個展
２０２０　富岡町とその光景の肖像 （富岡町文化交流センター学びの森、福島）
２０１９　境界線を吹き抜ける風 （LOKO gallery、東京）
２０１８　追体験の光景 （原爆の図丸木美術館、埼玉）
２０１７　その光景の肖像 （つなぎ美術館、熊本）
２０１７　風景と肖像のあいだ （island japan、東京）
２０１７　追体験の絵画 （広島芸術センター、広島）
２０１６　土に死を生ける （橘画廊、東京）
２０１６　逆聖地 （橘画廊、東京）
２０１２　【絵画】と【生き延びる】 （island MEDIUM、東京）

グループ展
２０２２　ヴォイドオブニッポン　戦後美術史のある風景と反復運動 （GYREギャラリー、東京）
２０２２　世界の終わりと環境世界 （GYREギャラリー、東京）
２０２１　3,11とアーティスト　１０年目の想像 （水戸芸術館、茨城）
２０２１　もやい展 （タワーホール船堀、東京）
２０２０　ドローイング展 （LOKO gallery、東京）
２０２０　一枚の絵の力 (PROJECT 501、東京） /ON LINE(oil.bijuthutetho.com)
２０２０　国立奥多摩湖  ～もちつもたれつ奥多摩コイン～ （galleryαM、東京）
２０１９　立ち上がりの技術vol.4「レコメン堂」 （東北リサーチとアートセンター、宮城）
２０１９　あざみ野コンテンポラリーvol.10しかくのなかのリアリティー （横浜市民ギャラリーあざみ野、神奈川）
２０１９　「絵画」 （SNOW Contemporary、東京）
２０１９　星座を想像するようにー過去、現在、未来 （東京都美術館、上野）
２０１６　対馬アートファンタジア2016 （対馬各所、長崎）
２０１５　航行と軌跡 （国際芸術センター青森、青森）
２０１５　対馬アートファンタジア2015 （対馬各所、長崎）
２０１５　VOCA展2015 （上野の森美術館、東京）
２０１４   トランスアートトーキョー2014 （旧電機大学、東京）
２０１４　対馬アートファンタジア2014 (対馬各所、長崎）
２０１４　Wall Art Festival 2014 （India、インド）
２０１３　「醤油倉庫レジデンスプロジェクト春会期」瀬戸内国際芸術祭2013 (小豆島、香川）   
２０１３　VOCA展2013 (上野の森美術館、東京）
２０１３　メメント・モリ～愛と死を見つめて～ (ARATANIURANO、東京）
２０１３　超たまたま (シャトー２Ｆ、東京）
２０１２　SHARE (BOX KIOKU、東京）
２０１２　パラレルウェーブ （RED ELATION GALLERY、香港）
２０１２　一枚の絵の力 （ナディッフギャラリー、東京）
２０１１　GOD HAND （三井ガーデンホテル柏２F、千葉）
２０１１  一枚の絵の力 (3331 Arts Chiyoda/1Fメインギャラリー、東京）
２０１１　νromancer （island MEDIUM、東京）
２０１０　RAKURAKU FESTIVAL （GALLERY RAKU、京都）
２０１０　ART FAUR FREE （VACANT、東京）
２００９　アートラインかしわ２００９  千葉  わくわく JOBAN-KASHIWA PROJECT （柏市内、千葉）
２００９　大地の芸術祭  越後妻有  art triennial2009克雪ダイナモアートプロジェクト （仙田小学校、新潟）
２００９　別府現代芸術フェスティバル２００９「混浴温泉世界」わくわく混浴アパートメント （清島アパート、大分）
２００９　FRESH （R2、千葉）

ているんですね。米も自分たちが食べる米を基本
的に作って、余ったものを農協におろす。牛も飼っ
ていて、牛のうんちを畑に撒いたりとか。その家を
この前解体して、それはまた別のストーリーがあ
るので、絵にしたいんですけど。
―絵にする題材はいろいろありますね。
　取材して、空き地もスケッチはしているんです。
福島の人と話をしていると、当たり前のようにそう
いうことがあって、たくましいというか、もちろん過
酷であるが故に知恵があるんだと思うんですが。
そういうのも絵にしたいんですけど、この絵が時
間かかりすぎて、たまっているんですよね（笑）。
―先へ進めなくなった。

　でも方法論としては、ひとつの武器になると
思って。マテリアルから関係を作っていくというの
は、今までしていなかったので。手づくりの土以
外でも、その土地の何かを顔料にしたものを絵に
取り入れるのは、絵と社会との関係を作っていく
上で、ダイレクトに意味が込められる。
―絵画の物質に社会との接点をもたせていく。
　それだけではコンセプチュアル過ぎると思うん
ですけど、うまい具合に混ぜれば、今後の方法と
して生かせるかなと思います。
―今後が楽しみですね。ありがとうございました。

　2023年1月16日、アトリエにて
聞き手：岡村幸宣
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惑星としての土／復興としての土のためのエスキース10～13　2023年　油彩、キャンバス　530×455mm


